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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】加工性に優れ、摩擦等による機能低下の少ないプリズムフィルムを提供する。
【解決手段】少なくとも一つのプリズムフィルムまたはディフューザーフィルム並びに多
層光学フィルムを備える、光学フィルム構造体であって、多層光学フィルムがプリズムフ
ィルムまたはディフューザーフィルムに向けられた外層を有するトップフィルムを有し、
かつ、透明熱可塑性樹脂および滑剤としてのペルフルオロアルキルスルホン酸の第四級ア
ンモニウム塩を含むプラスチック組成物から製造されている、光学フィルム構造体に関す
る。外層は、５μｍより大きい粗さＲ３ｚ（ＩＳＯ　４２８８によるＲ３ｚ。）で、プリ
ズムフィルムまたはディフューザーフィルムに対して０．３０未満のＡＳＴＭ　Ｄ　１８
９４－０６によって測定される滑り摩擦係数を有する。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも一つのプリズムフィルムおよび／またはディフューザーフィルムおよび多層
光学フィルムを備えるフィルム構造体であって、前記多層光学フィルムが前記少なくとも
一つのプリズムフィルムおよび／またはディフューザーフィルムに向けられた外層を有す
る少なくとも一つのトップフィルムを備え、透明熱可塑性樹脂および滑剤としての少なく
とも一種類のペルフルオロアルキルスルホン酸の第四級アンモニウム塩を含有するプラス
チック組成物から製造されており、前記外層が５μｍより大きいＩＳＯ　４２８８によっ
て測定される粗さＲ３ｚで前記少なく一つのプリズムフィルムおよび／またはディフュー
ザーフィルムに対してＡＳＴＭ　Ｄ　１８９４－０６によって測定される０．３０未満の
少なくとも一つの滑り摩擦係数を有する、フィルム構造体。
【請求項２】
　前記少なくとも一つのプリズムフィルムが前記多層光学フィルムを向くプリズム構造を
有し、前記多層光学フィルムの外層が５μｍより大きい粗さＲ３ｚ（ＩＳＯ　４２８８に
よるＲ３ｚ。）でＡＳＴＭ　Ｄ　１８９４－０６によって測定される前記少なくとも一つ
のプリズムフィルムの前記プリズム構造に対して平行に０．２５以下の滑り摩擦係数およ
び前記少なくとも一つのプリズムフィルムの前記プリズム構造に対して横向きの０．３０
以下の滑り摩擦係数を有する、請求項１に記載のフィルム構造体。
【請求項３】
　前記多層光学フィルムが、ナフタレンジカルボン酸および／またはテレフタル酸ポリエ
ステルからなる多層膜を備える光学ベースフィルムを備える、請求項１に記載のフィルム
構造体。
【請求項４】
　前記プラスチック組成物が、透明熱可塑性樹脂９６～９９．８９重量％および滑剤とし
てのペルフルオロアルキルスルホン酸の第四級アンモニウム塩０．００１～４．０重量％
を含み、これらの成分の総重量％が１００重量％である、請求項１記載のフィルム構造体
。
【請求項５】
　前記透明熱組成樹脂が、ポリアクリレート、ポリメタクリレート、シクロオレフィンコ
ポリマー、ポリスルホン、ポリスチレン、ポリ－α－メチルスチレン、ポリエステル、ポ
リカーボネート、ポリカーボネート／ポリエステルブレンド、ポリカーボネート／ポリシ
クロヘキシルメタノールシクロヘキサンジカルボキシレート、およびポリカーボネート／
ＰＢＴからなる群から選択される、請求項１に記載のフィルム構造体。
【請求項６】
　前記滑剤として使用される少なくとも一種類のペルフルオロアルキルスルホン酸の第四
級アンモニウム塩の一種類以上が式（Ｉ）
　　　Ｒ－ＳＯ３ＮＲ’Ｒ’’Ｒ’’’Ｒ’’’’　　　（Ｉ）
（式中、
　Ｒ　は、炭素原子を１～３０個有するペルフルオロ環状または直鎖、分枝もしくは非分
枝炭素鎖であり、
　Ｒ’　は、炭素原子を１～３０個有する非置換またはハロゲン－、ヒドロキシ－、シク
ロアルキル－、もしくはアルキル－置換、環状または直鎖、分枝もしくは非分枝炭素鎖で
あり、
　かつ
　Ｒ’’、Ｒ’’’、およびＲ’’’’　は、互いに独立して、炭素原子を１～３０個有
し、任意にハロゲン、ヒドロキシ、シクロアルキル、もしくはアルキルで置換されていて
もよい環状または直鎖、分枝もしくは非分枝炭素鎖である。）
のペルフルオロアルキルスルホン酸の第四級アンモニウム塩である、請求項１に記載のフ
ィルム構造体。
【請求項７】
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　前記少なくとも一種類のペルフルオロアルキルスルホン酸の第四級アンモニウム塩が、
ペルフルオロオクタンスルホン酸テトラプロピルアンモニウム塩、ペルフルオロブタンス
ルホン酸テトラプロピルアンモニウム塩、ペルフルオロオクタンスルホン酸テトラブチル
アンモニウム塩、ペルフルオロブタンスルホン酸テトラブチルアンモニウム塩、ペルフル
オロオクタンスルホン酸テトラペンチルアンモニウム塩、ペルフルオロブタンスルホン酸
テトラペンチルアンモニウム塩、ペルフルオロオクタンスルホン酸テトラヘキシルアンモ
ニウム塩、ペルフルオロブタンスルホン酸テトラヘキシルアンモニウム塩、ペルフルオロ
ブタンスルホン酸トリメチルネオペンチルアンモニウム塩、ペルフルオロオクタンスルホ
ン酸ジメチルジイソプロピルアンモニウム塩、ペルフルオロオクタンスルホン酸トリメチ
ルネオペンチルアンモニウム塩、ペルフルオロブタンスルホン酸ジメチルジネオペンチル
アンモニウム塩、ペルフルオロオクタンスルホン酸ジメチルジネオペンチルアンモニウム
塩、Ｎ－メチルトリプロピルアンモニウムペルフルオロブチルスルホネート、Ｎ－エチル
トリプロピルアンモニウムペルフルオロブチルスルホネート、テトラプロピルアンモニウ
ムペルフルオロブチルスルホネート、ジメチルジイソプロピルアンモニウムペルフルオロ
ブチルスルホネート、Ｎ－メチルトリブチルアンモニウムペルフルオロオクチルスルホネ
ート、シクロヘキシルジエチルメチルアンモニウムペルフルオロオクチルスルホネート、
およびシクロヘキシルトリメチルアンモニウムペルフルオロオクチルスルホネートからな
る群から選択される、請求項１に記載のフィルム構造体。
【請求項８】
　前記少なくとも一種類のペルフルオロアルキルスルホン酸の第四級アンモニウム塩がジ
イソプロピルジメチルアンモニウムペルフルオロブチルスルホネートである、請求項１に
記載のフィルム構造体。
【請求項９】
　前記多層光学フィルムの厚さが５０μｍ～１０００μｍである、請求項１に記載のフィ
ルム構造体。
【請求項１０】
　前記多層光学フィルムの前記外層の厚さが１μｍ～１５０μｍである、請求項１に記載
のフィルム構造体。
【請求項１１】
　前記トップフィルムが前記外層に加えて少なくとも一つの同時押出層を備える、請求項
１に記載のフィルム構造体。
【請求項１２】
　前記同時押出層の厚さが１０μｍ～１００μｍである、請求項１１に記載のフィルム構
造体。
【請求項１３】
　請求項１に記載のフィルム構造体を備える液晶スクリーン用バックライトユニット。
【請求項１４】
　請求項１に記載のフィルム構造体を備えるフラットスクリーン用光学フィルムセット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は、２００８年６月１１日提出の欧州特許出願第０８０１０５６２．０号（これは
有用な目的のために参照することによって本明細書中に完全に組み込まれる。）の利益を
主張する。
【０００２】
　本発明は、改良された特性を有する多層光学フィルム構造体およびその液晶ディスプレ
イ（ＬＣＤ）における使用に関する。
【背景技術】
【０００３】
　多層フィルムコンポジット、特に多層光学フィルム、は、多くの商業的応用のためにま
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すます重要になっている。応用の一つの分野は、液晶スクリーンである。これらは実質的
に、二つの構成部分：光を生じ種々の光学層によって変更するバックライトユニットおよ
びＬＣＤ（液晶ディスプレイ）を含む。これは、赤色、緑色および青色のフィルターおよ
び液晶を含み、これらは細かい電流パルスによって交互に活性化され、光が通過すること
を可能にする。
【０００４】
　原則として、ＬＣＤにおける直接光システムを備えるバックライトユニット（ＢＬＵ）
は、以下に示される構造を有する。一般的に、バックライトユニットは、サイズに依存し
てさまざまな数の蛍光灯（ＣＣＦＬ（冷陰極蛍光ランプ）として知られている。）が中に
配置されているハウジングからなる。ハウジングの内側は光反射面を有する。厚さ１～３
ｍｍ、好ましくは厚さ２ｍｍのディフューザーシートがこの照明システムの上部に位置す
る。このディフューザーシートの上部には一組のプラスチックフィルムがあり、これが生
じる光を最適化する。ディフューザーフィルムはディフューザーシートと同様に光を均一
に散乱するので、蛍光灯の縞模様がぼやける。均質な照明がこのようにして達成されうる
。次にプリズムフィルムまたは輝度上昇フィルム（ＢＥＦ）がある。さまざまな角度から
入る入射光が直接ＬＣＤの方向に向くようにその表面をテクスチャ加工する。プリズムフ
ィルムの上部に、通常、デュアル輝度上昇フィルム（ｄｕａｌ　ｂｒｉｇｈｔｎｅｓｓ　
ｅｎｈａｎｃｉｎｇ　ｆｉｌｍ，ＤＢＥＦ）として知られている別の光学フィルムがある
。ＤＢＥＦは、正確に直線偏光した光であって、ＬＣＤ中の結晶に利用されうる光のみを
通過させる。別の方向性を有する光はＤＢＥＦにおいてハウジングの内側の反射面に反射
され、ここからもう一度ＤＢＥＦの方向に反射される。このようにしてＤＢＥＦは正確に
偏光された光の収率を増加させ、従って、ＢＬＵの効率を上げる。直線偏光フィルムは、
トップのＬＣディスプレイの真下に位置する。
【０００５】
　フラットスクリーンにおけるディフューザーシートおよびディフューザーフィルムに使
用される光散乱プラスチック組成物は、例えばＷＯ　２００７／０３９１３０　Ａ１およ
びＷＯ　２００７／０３９１３１　Ａ１に記述されている。
【０００６】
　反射偏光子（ＤＢＥＦ）は先行技術で知られている。ＷＯ　１９９６／１９３４７にお
いて、例えば、多層光学フィルムが反射偏光子として記述されている。
【０００７】
　この特許およびＵＳ　５，７８３，２８３およびＷＯ　１９９７／３２７２６において
、更に、特に、ポリエチレンナフタレート（ＰＥＮ）とポリエチレンテレフタレート（Ｐ
ＥＴ）との交互層を有するコンポジットが、ＰＥＴまたはＰＥＮのいずれかからつくられ
る一体フィルムよりも高い延伸比を有することがいわれている。更に、表面粗度、曇り度
および摩擦係数が制御可能であり、更なる滑剤がなくても、フィルム層として半結晶熱可
塑性樹脂を使用することによって調節されうることが開示されている。フィルムの機械的
特性および加工性は、このようにして改良されうる。
【０００８】
　本願の分野は、光学フィルムの加工性および別の特性に高い要求を突きつけている。例
えば、ＤＢＥＦの表面における望ましくない引掻きまたはプリズムフィルムもしくはディ
フューザーフィルムへのダメージが、バックライトユニットのアッセンブリにおけるフィ
ルムの重ね合わせ中または輸送中に生じうる。
【０００９】
　ＢＬＵ中の常套のフィルム構造体においてＤＢＥＦがプリズムフィルムのピークに置か
れるので、引掻き中につくられるすり減らされたものがプリズムフィルムの光学性能を低
下させる。なぜなら、すり減らされたものがリブ付きプリズム構造の溝にたまるからであ
る。加えて、プリズムフィルムの光の方向を定める機能は、ピークの形状に大いに影響さ
れる。プリズムフィルム上のＤＢＥＦフィルムの摩擦は、ピークをすり減らし、従って、
次に、プリズムフィルムの品質および性能を低下させる。
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　従って、本発明の目的は、上記問題を解消し、改良された特性を有する光学フィルム構
造体を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の一態様は、少なくとも一つのプリズムフィルムおよび／またはディフューザー
フィルムおよび多層光学フィルムを備えるフィルム構造体であって、前記多層光学フィル
ムが前記少なくとも一つのプリズムフィルムおよび／またはディフューザーフィルムに向
けられた外層を有する少なくとも一つのトップフィルムを備え、かつ、透明熱可塑性樹脂
および滑剤としての少なくとも一種類のペルフルオロアルキルスルホン酸の第四級アンモ
ニウム塩を含有するプラスチック組成物から製造される、前記外層が５μｍより大きいＩ
ＳＯ　４２８８に従って測定される粗さＲ３ｚで前記少なくとも一つのプリズムフィルム
および／またはディフューザーフィルムに対して０．３０未満の少なくとも一つの滑り摩
擦係数（ＡＳＴＭ　Ｄ　１８９４－０６に従って測定される。）を有する、フィルム構造
体である。
【００１２】
　本発明の別の態様は、前記少なくとも一つのプリズムフィルムが前記多層光学フィルム
の方向を向くプリズム構造を有し、前記多層光学フィルムの外層が５μｍより大きい粗さ
Ｒ３ｚ（ＩＳＯ　４２８８によるＲ３ｚ。）で前記少なくとも一つのプリズムフィルムの
前記プリズム構造に対して平行に０．２５以下の滑り摩擦係数および前記少なくとも一つ
のプリズムフィルムの前記プリズム構造に対して横向きの０．３０以下の滑り摩擦係数（
いずれもＡＳＴＭ　Ｄ　１８９４－０６に従って測定される。）を有する、上記フィルム
構造体である。
【００１３】
　本発明の別の態様は、前記多層光学フィルムがナフタレンジカルボン酸および／または
テレフタル酸ポリエステルからなる多層膜を備える光学ベースフィルムを備える、上記フ
ィルム構造体である。
【００１４】
　本発明の別の態様は、前記プラスチック組成物が透明熱可塑性樹脂９６～９９．８９重
量％および滑剤としてのペルフルオロアルキルスルホン酸の第四級アンモニウム塩０．０
０１～４．０重量％を含み、これらの成分の総重量％が１００重量％である、上記フィル
ム構造体である。
【００１５】
　本発明の別の態様は、前記透明熱可塑性樹脂が、ポリアクリレート、ポリメタクリレー
ト、シクロオレフィンコポリマー、ポリスルホン、ポリスチレン、ポリ－α－メチルスチ
レン、ポリエステル、ポリカーボネート、ポリカーボネート／ポリエステルブレンド、ポ
リカーボネート／ポリシクロヘキシルメタノールシクロヘキサンジカルボキシレート、お
よびポリカーボネート／ＰＢＴからなる群から選択される、上記フィルム構造体である。
【００１６】
　本発明の別の態様は、前記滑剤として使用される少なくとも一種類のペルフルオロアル
キルスルホン酸の第四級アンモニウム塩の一種類以上が式（Ｉ）
　　　Ｒ－ＳＯ３ＮＲ’Ｒ’’Ｒ’’’Ｒ’’’’　　　（Ｉ）
（式中、
　Ｒ　は、炭素原子を１～３０個有するペルフルオロ環状または直鎖、分枝もしくは非分
枝炭素鎖であり、
　Ｒ’　は、炭素原子を１～３０個有する非置換またはハロゲン－、ヒドロキシ－、シク
ロアルキル－、もしくはアルキル－置換、環状または直鎖、分枝もしくは非分枝炭素鎖で
あり、
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　かつ
　Ｒ’’、Ｒ’’’、およびＲ’’’’　は、互いに独立して、炭素原子を１～３０個有
し、任意にハロゲン、ヒドロキシ、シクロアルキル、もしくはアルキルで置換されていて
もよい環状または直鎖、分枝もしくは非分枝炭素鎖である。）
のペルフルオロアルキルスルホン酸の第四級アンモニウム塩である、上記フィルム構造体
である。
【００１７】
　本発明の別の態様は、前記少なくとも一種類のペルフルオロアルキルスルホン酸の第四
級アンモニウム塩が、ペルフルオロオクタンスルホン酸テトラプロピルアンモニウム塩、
ペルフルオロブタンスルホン酸テトラプロピルアンモニウム塩、ペルフルオロオクタンス
ルホン酸テトラブチルアンモニウム塩、ペルフルオロブタンスルホン酸テトラブチルアン
モニウム塩、ペルフルオロオクタンスルホン酸テトラペンチルアンモニウム塩、ペルフル
オロブタンスルホン酸テトラペンチルアンモニウム塩、ペルフルオロオクタンスルホン酸
テトラヘキシルアンモニウム塩、ペルフルオロブタンスルホン酸テトラヘキシルアンモニ
ウム塩、ペルフルオロブタンスルホン酸トリメチルネオペンチルアンモニウム塩、ペルフ
ルオロオクタンスルホン酸ジメチルジイソプロピルアンモニウム塩、ペルフルオロオクタ
ンスルホン酸トリメチルネオペンチルアンモニウム塩、ペルフルオロブタンスルホン酸ジ
メチルジネオペンチルアンモニウム塩、ペルフルオロオクタンスルホン酸ジメチルジネオ
ペンチルアンモニウム塩、Ｎ－メチルトリプロピルアンモニウムペルフルオロブチルスル
ホネート、Ｎ－エチルトリプロピルアンモニウムペルフルオロブチルスルホネート、テト
ラプロピルアンモニウムペルフルオロブチルスルホネート、ジメチルジイソプロピルアン
モニウムペルフルオロブチルスルホネート、Ｎ－メチルトリブチルアンモニウムペルフル
オロオクチルスルホネート、シクロヘキシルジエチルメチルアンモニウムペルフルオロオ
クチルスルホネート、およびシクロヘキシルトリメチルアンモニウムペルフルオロオクチ
ルスルホネートからなる群から選択される、上記フィルム構造体である。
【００１８】
　本発明の別の態様は、前記少なくとも一種類のペルフルオロアルキルスルホン酸の第四
級アンモニウム塩がジイソプロピルジメチルアンモニウムペルフルオロブチルスルホネー
トである、上記フィルム構造体である。
【００１９】
　本発明の別の態様は、前記多層光学フィルムの厚さが５０μｍ～１０００μｍである、
上記フィルム構造体である。
【００２０】
　本発明の別の態様は、前記多層光学フィルムの前記外層の厚さが１μｍ～１５０μｍで
ある、上記フィルム構造体である。
【００２１】
　本発明の別の態様は、前記トップフィルムが前記外層に加えて少なくとも一つの同時押
出層を備える、上記フィルム構造体である。
【００２２】
　本発明の別の態様は、前記同時押出層の厚さが１０μｍ～１００μｍである、上記フィ
ルム構造体である。
【００２３】
　本発明の更なる別の態様は、上記フィルム構造体を備える液晶スクリーン用バックライ
トユニットである。
【００２４】
　本発明の更なる別の態様は、上記フィルム構造体を備えるフラットスクリーン用光学フ
ィルムセットである。
【００２５】
　発明の詳細な説明
　この目的は、少なくとも一つのプリズムフィルムおよび／またはディフューザーフィル
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ム並びに多層光学フィルムを備える請求項１に記載のフィルム構造体であって、多層光学
フィルムがプリズムフィルムおよび／またはディフューザーフィルムに向けられた少なく
とも一つのトップフィルムであって、透明熱可塑性樹脂および滑剤としてのペルフルオロ
アルキルスルホン酸の第四級アンモニウム塩を含むプラスチック組成物からつくられた外
層を有するトップフィルムを有し、外層が５μｍより大きい粗さＲ３ｚ（ＩＳＯ　４２８
８によるＲ３ｚ。）でＡＳＴＭ　Ｄ　１８９４－０６によって測定されるプリズムフィル
ムおよび／またはディフューザーフィルムに対して０．３０未満の少なくとも一つの滑り
摩擦係数を有する外層を有する、フィルム構造体による本発明によって達成される。
【００２６】
　本発明によるそのようなフィルム構造体は、引掻きおよびダメージに対する優れた耐性
と共に特に良好な生産性および加工性を有する。このようにして、欠陥のある製品の数が
著しく減少し、その耐久性が大きくなる。特に、フィルム構造体の光学性能および品質が
改良されうる。
【００２７】
　好ましい態様において、プリズムフィルムは多層光学フィルムの外層を向くプリズム構
造を有し、多層光学フィルムの外層は５μｍより大きい粗さＲ３ｚ（ＩＳＯ　４２８８に
よるＲ３ｚ。）でプリズムフィルムのプリズム構造に対して平行に０．２５以下の滑り摩
擦係数およびプリズムフィルムのプリズム構造に対して横向きに０．３０以下の滑り摩擦
係数（いずれもＡＳＴＭ　Ｄ　１８９４－０６に従って測定される。）を有する。
【００２８】
　意外なことに、本発明によるフィルム構造のこの態様で特性が更に改良されることがわ
かった。プリズムフィルムのプリズム構造の配向性が多層光学フィルムの滑り摩擦係数の
調節において考慮されるフィルム構造体は、更に改良された加工性およびフィルムコンポ
ジットにおける引掻きまたはダメージに対する耐性を示す。本発明によるフィルム構造体
におけるプリズムフィルムの光の方向を定める機能が有利に特に良好であり、すり減らさ
れたものが減少するために品質および光学性能が先行技術のフィルム構造体よりも非常に
長く保持される。
【００２９】
　本発明によると、さまざまな方向から入る入射光の向きをテクスチャ加工された表面に
よる特定の方向に定められ、かつ、ＬＣＤにおける輝度上昇フィルム（ＢＥＦ）として好
適であるあらゆるフィルムがプリズムフィルムとして使用される。プリズムフィルムの表
面は、溝とピークとを交互に備える構造を有する。
【００３０】
　本発明による多層光学フィルムは、好ましくは、多層押出品であって、例えば特許明細
書ＵＳ　５，７８３，２８または公開特許出願ＷＯ　９７／３２７２６もしくはＷＯ　９
６／１９３４７によって製造されうる多層押出品を光学部品として備える。光学部品は、
好ましくは、ナフタレンジカルボン酸ポリエステルとテレフタル酸ポリエステルとからな
る多層膜である。この発明によると、この光学部品は、更にベースフィルムまたはベース
層としても記述されている。この発明によると少なくとも一つの熱可塑性フィルムがトッ
プフィルムとしてベースフィルムにラミネートされる。この発明によると、テクスチャ加
工された熱可塑性フィルムは、好ましくはサンドイッチタイプの構造が形成されるように
ベースフィルムの両側にトップフィルムとしてラミネートされる。
【００３１】
　本発明による多層光学フィルムは、特に有利には例えば液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）に
おいて反射型偏光フィルムとして使用される（デュアル輝度上昇フィルム（ＤＢＥＦ）と
して知られている。）。
【００３２】
　本発明によると熱可塑性トップフィルムは、単層構造を有していても多層構造を有して
いてもよい。トップフィルムが単層構造を有する場合、本発明によるトップフィルムは、
外層に対応する。トップフィルムが、例えば同時押出によって、多層構造を有する場合、
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プリズムフィルムおよび／またはディフューザーフィルムを向く最も外側のフィルム層が
外層として記述される。プリズムフィルムを向く外層は、５μｍより大きい粗さＲ３ｚ（
ＩＳＯ　４２８８によるＲ３ｚ。）でプリズムフィルムのプリズム構造に平行に０．２５
以下の滑り摩擦係数およびプリズムフィルムのプリズム構造に横向きの０．３０以下の滑
り摩擦係数（それぞれＡＳＴＭ　Ｄ　１８９４－０６によって測定。）を有する。
【００３３】
　本発明によると「プリズム構造に対して横向きの」は、プリズムフィルムのプリズムリ
ブによって形成される溝およびピークに対して向きが垂直、すなわち９０°、であること
を意味すると理解される。本発明によると「プリズム構造に対して平行に」は向きがプリ
ズムリブの溝およびピークに対して平行であることを意味すると理解される。
【００３４】
　好ましい態様において、外層は、透明熱可塑性樹脂９６～９９．８９ｗｔ．％および滑
剤としてのペルフルオロアルキルスルホン酸の第四級アンモニウム塩０．００１～４．０
ｗｔ．％（上記成分はそれぞれ足して１００ｗｔ．％である。）を含むプラスチック組成
物からなる。滑剤としてのペルフルオロアルキルスルホン酸アンモニウム塩は、好ましく
は０．０１～４ｗｔ．％、好ましくは０．０５～２ｗｔ．％、最も特に好ましくは０．１
～０．５ｗｔ．％の量で添加される。
【００３５】
　全ての透明熱可塑性樹脂が多層光学フィルムの外層用プラスチックとして好適である。
例えば、ポリアクリレート、ポリメタクリレート、シクロオレフィンコポリマー（ＣＯＣ
）、ポリスルホン（ＰＳＵ）、ポリスチレン（ＰＳ）、ポリ－α－メチルスチレン（ＭＳ
）、ポリエステル、例えばポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、ポリエチレンテレフ
タレートコポリマー（ＰＥＴＧ）またはポリエチレンナフタレート（ＰＥＮ）、ポリカー
ボネート、ポリカーボネート／ポリエステルブレンド（ＰＣ／ＰＥＴ）、ポリカーボネー
ト／ポリシクロヘキシルメタノールシクロヘキサンジカルボキシレート（ＰＣＣＤ）、ポ
リカーボネート／ポリブチレンテレフタレート（ＰＢＴ）が使用されうる。
【００３６】
　ポリカーボネートが、好ましくは外層の製造に使用される。本発明では全ての既知のポ
リカーボネートが使用されうる。これらは、例えば、ホモポリカーボネート、コポリカー
ボネートおよび熱可塑性ポリエステルカーボネートである。
【００３７】
　好ましくはポリカーボネートの重量平均分子量Ｍｗは、１８，０００～４０，０００、
好ましくは２６，０００～３６，０００、特に好ましくは２８，０００～３５，０００で
ある（Ｕｂｂｅｌｏｈｄｅ粘度計においてジクロロメタンまたはフェノール／ｏ－ジクロ
ロベンゼンの等重量混合物中２５℃において相対溶液粘度を測定し、光散乱によって較正
することによって決定される。）。
【００３８】
　ポリカーボネートは既知の方法、例えば界面重縮合法または溶融エステル交換法、によ
って製造されうる。
【００３９】
　界面重縮合法によるポリカーボネートの製造は、文献にさまざまに記述されている。一
例として、Ｈ．Ｓｃｈｎｅｌｌ，Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　ａｎｄ　Ｐｈｙｓｉｃｓ　ｏｆ　
Ｐｏｌｙｃａｒｂｏｎａｔｅｓ，Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｒｅｖｉｅｗｓ，第９巻，Ｉｎｔｅｒ
ｓｃｉｅｎｃｅ　Ｐｕｂｌｉｓｈｅｒｓ，ニューヨーク１９６４年３３頁以降、Ｐｏｌｙ
ｍｅｒ　Ｒｅｖｉｅｗｓ，第１０巻，“Ｃｏｎｄｅｎｓａｔｉｏｎ　Ｐｏｌｙｍｅｒｓ　
ｂｙ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｉａｌ　ａｎｄ　Ｓｏｌｕｔｉｏｎ　Ｍｅｔｈｏｄｓ”，Ｐａｕ
ｌ　Ｗ．Ｍｏｒｇａｎ，Ｉｎｔｅｒｓｃｉｅｎｃｅ　Ｐｕｂｌｉｓｈｅｒｓ，ニューヨー
ク１９６５年，第Ｖｍ章，３２５頁、Ｄｒｓ　Ｕ．Ｇｒｉｇｏ，Ｋ．Ｋｉｒｃｈｅｒ　ａ
ｎｄ　Ｐ．Ｒ．Ｍｕｅｌｌｅｒ“Ｐｏｌｙｃａｒｂｏｎａｔｅ”ｉｎ　Ｂｅｃｋｅｒ／Ｂ
ｒａｕｎ，Ｋｕｎｓｔｓｔｏｆｆ－Ｈａｎｄｂｕｃｈ，第３／１巻，Ｐｏｌｙｃａｒｂｏ
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ｎａｔｅ，Ｐｏｌｙａｃｅｔａｌｅ，Ｐｏｌｙｅｓｔｅｒ，Ｃｅｌｌｕｌｏｓｅｅｓｔｅ
ｒ，Ｃａｒｌ　Ｈａｎｓｅｒ　Ｖｅｒｌａｇ　ミュンヘン，ウィーン１９９２年，１１８
～１４５頁、および特許明細書ＥＰ　０５１７０４４　Ａ参照。
【００４０】
　ポリカーボネートをジアリールカーボネートとジフェノールとから溶融物において既知
のポリカーボネートプロセスによって製造すること（溶融エステル交換法として知られて
いる。）も可能であり、これは例えばＷＯ－Ａ　０１／０５８６６およびＷＯ－Ａ　０１
／０５８６７に記述されている。エステル交換法（アセテートプロセスおよびフェニルエ
ステルプロセス）は、更に、例えばＵＳ－Ａ　３，４９４，８８５、ＵＳ　４，３８６，
１８６、ＵＳ　４，６６１，５８０、ＵＳ　４，６８０，３７１およびＵＳ　４，６８０
，３７２、およびＥＰ－Ａ　２６１２０、ＥＰ－Ａ　２６１２１、ＥＰ－Ａ　２６６８４
、ＥＰ－Ａ　２８０３０、ＥＰ－Ａ　３９８４５、ＥＰ－Ａ　９１６０２、ＥＰ－Ａ　９
７９７０、ＥＰ－Ａ　７９０７５、ＥＰ－Ａ　１４６８８７、ＥＰ－Ａ　１５６１０３、
ＥＰ－Ａ　２３４９１３およびＥＰ－Ａ　２４０３０１およびＤＥ－Ａ　１４９５６２６
にも記述されている。
【００４１】
　好適なジフェノールは、例えばＵＳ－Ａ－ＰＳ　２，９９９，８３５、３，１４８，１
７２、２，９９１，２７３、３，２７１，３６７、４，９８２，０１４および２，９９９
，８４６、ドイツ連邦共和国公開特許出願１５７０７０３、２０６３０５０、２０３６０
５２、２２１１９５６および３８３２３９６、フランス共和国特許明細書１５６１５１８
、モノグラフ“Ｈ．Ｓｃｈｎｅｌｌ，Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　ａｎｄ　Ｐｈｙｓｉｃｓ　ｏ
ｆ　Ｐｏｌｙｃａｒｂｏｎａｔｅｓ，Ｉｎｔｅｒｓｃｉｅｎｃｅ　Ｐｕｂｌｉｓｈｅｒｓ
，ニューヨーク１９６４年２８頁以降、１０２頁以降”および“Ｄ．Ｇ．Ｌｅｇｒａｎｄ
，Ｊ．Ｔ．Ｂｅｎｄｌｅｒ，Ｈａｎｄｂｏｏｋ　ｏｆ　Ｐｏｌｙｃａｒｂｏｎａｔｅ　Ｓ
ｃｉｅｎｃｅ　ａｎｄ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ，Ｍａｒｃｅｌ　Ｄｅｋｋｅｒ　Ｎｅｗ　
Ｙｏｒｋ　２０００年，７２頁以降”に記述されている。
【００４２】
　ホモポリカーボネートコポリカーボネートの両方が本発明によって使用されうる。コポ
リカーボネートの製造に関する一成分として、ヒドロキシ－アリールオキシ末端基を有す
るポリジオルガノシロキサン１～２５ｗｔ．％、好ましくは２．５～２５ｗｔ．％（使用
されるジフェノールの総量に対する。）が更に本発明によって使用されうる。これらは、
例えば米国特許明細書ＵＳ　３，４１９，６３４で知られているかまたはこの文献で知ら
れている方法によって製造されうる。ポリジオルガノシロキサン含有コポリカーボネート
の製造は、例えば、公開特許出願ＤＥ　３３３４７８２　Ａに記述されている。
【００４３】
　ポリエステルカーボネートおよびブロックコポリエステルカーボネートは、更に、本発
明によって熱可塑性樹脂としても使用され、特にＷＯ－Ａ　２０００／２６２７５に記述
されているものである。芳香族ポリエステルカーボネートの製造に関する芳香族ジカルボ
ン酸二ハロゲン化物は、好ましくは、イソフタル酸、テレフタル酸、ジフェニルエーテル
－４，４’－ジカルボン酸およびナフタレン－２，６－ジカルボン酸の二酸二塩化物であ
る。
【００４４】
　芳香族ポリエステルカーボネートは、直鎖であっても既知の方法（例えばＤＥ　２９４
００２４　ＡおよびＤＥ　３００７９３４　Ａに記述されている。）によって分枝されて
いてもよい。
【００４５】
　本発明によると、好ましくは、式（Ｉ）
　　　Ｒ－ＳＯ３ＮＲ’Ｒ’’Ｒ’’’Ｒ’’’’　　　（Ｉ）
（式中、
　Ｒ　は、炭素原子を１～３０個、好ましくは４～８個有し、環状基の場合は好ましくは
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炭素原子を５～７個有する、ペルフルオロ環状または直鎖、分枝もしくは非分枝炭素鎖で
あり、
　Ｒ’　は、炭素原子を１～３０個、好ましくは３～１０個有し、環状基の場合は好まし
くは炭素原子を５～７個有する非置換またはハロゲン－、ヒドロキシ－、シクロアルキル
－もしくはアルキル－置換された、特にＣ１～Ｃ３アルキル－もしくはＣ５～Ｃ７シクロ
アルキル－置換された、環状または直鎖、分枝もしくは非分枝炭素鎖、特に好ましくはプ
ロピル、１－ブチル、１－ペンチル、ヘキシル、イソプロピル、イソブチル、ｔｅｒｔ－
ブチル、ネオペンチル、２－ペンチル、イソペンチル、イソヘキシル、シクロヘキシル、
シクロヘキシルメチルおよびシクロペンチルであり、
　Ｒ’’、Ｒ’’’およびＲ’’’’　は、それぞれ互いに独立して、炭素原子を１～３
０個、好ましくは１～１０個有し、環状基の場合は好ましくは炭素原子を５～７個有する
非置換またはハロゲン－、ヒドロキシ－、シクロアルキル－もしくはアルキル－置換、特
にＣ１～Ｃ３アルキル－もしくはＣ５～Ｃ７シクロアルキル－置換、環状または直鎖、分
枝もしくは非分枝炭素鎖、特に好ましくはメチル、エチル、プロピル、１－ブチル、１－
ペンチル、ヘキシル、１－イソプロピル、イソブチル、ｔｅｒｔ－ブチル、ネオペンチル
、２－ペンチル、イソペンチル、イソヘキシル、シクロヘキシル、シクロヘキシルメチル
およびシクロペンチルである。）
の一種類以上のペルフルオロアルキルスルホン酸の第四級アンモニウム塩が滑剤として使
用されうる。Ｒが炭素原子を１～３０個、好ましくは４～８個有するペルフルオロ直鎖ま
たは分枝炭素鎖であり；Ｒ’が炭素原子を１～３０個、好ましくは３～１０個有するハロ
ゲン化または非ハロゲン化直鎖または分枝炭素鎖、特に好ましくはプロピル、１－ブチル
、１－ペンチル、ヘキシル、イソプロピル、イソブチル、ｔｅｒｔ－ブチル、ネオペンチ
ル、２－ペンチル、イソペンチル、イソヘキシルであり；Ｒ’’、Ｒ’’’およびＲ’’
’’がそれぞれ互いに独立して炭素原子を１～３０個、好ましくは１～１０個有するハロ
ゲン化または非ハロゲン化直鎖または分枝炭素鎖、特に好ましくはメチル、エチル、プロ
ピル、１－ブチル、１－ペンチル、ヘキシル、イソプロピル、イソブチル、ｔｅｒｔ－ブ
チル、ネオペンチル、２－ペンチル、イソペンチル、イソヘキシルである；アンモニウム
塩の選択が好ましい。
【００４６】
　本発明の意味の範囲内の滑剤として特に好ましい第四級アンモニウム塩は、
　－ペルフルオロオクタンスルホン酸テトラプロピルアンモニウム塩、
　－ペルフルオロブタンスルホン酸テトラプロピルアンモニウム塩、
　－ペルフルオロオクタンスルホン酸テトラブチルアンモニウム塩、
　－ペルフルオロブタンスルホン酸テトラブチルアンモニウム塩、
　－ペルフルオロオクタンスルホン酸テトラペンチルアンモニウム塩、
　－ペルフルオロブタンスルホン酸テトラペンチルアンモニウム塩、
　－ペルフルオロオクタンスルホン酸テトラヘキシルアンモニウム塩、
　－ペルフルオロブタンスルホン酸テトラヘキシルアンモニウム塩、
　－ペルフルオロブタンスルホン酸トリメチルネオペンチルアンモニウム塩、
　－ペルフルオロオクタンスルホン酸ジメチルジイソプロピルアンモニウム塩、
　－ペルフルオロオクタンスルホン酸トリメチルネオペンチルアンモニウム塩、
　－ペルフルオロブタンスルホン酸ジメチルジネオペンチルアンモニウム塩、
　－ペルフルオロオクタンスルホン酸ジメチルジネオペンチルアンモニウム塩、
　－Ｎ－メチルトリプロピルアンモニウムペルフルオロブチルスルホネート、
　－Ｎ－エチルトリプロピルアンモニウムペルフルオロブチルスルホネート、
　－テトラプロピルアンモニウムペルフルオロブチルスルホネート、
　－ジメチルジイソプロピルアンモニウムペルフルオロブチルスルホネート、
　－Ｎ－メチルトリブチルアンモニウムペルフルオロオクチルスルホネート、
　－シクロヘキシルジエチルメチルアンモニウムペルフルオロオクチルスルホネート、
　－シクロヘキシルトリメチルアンモニウムペルフルオロオクチルスルホネート
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である。
【００４７】
　本発明によると、更に、上記第四級アンモニウム塩の一種類以上、すなわち混合物、を
滑剤として使用してもよい。
【００４８】
　本発明による滑剤は、好ましくは、
　ペルフルオロオクタンスルホン酸テトラプロピルアンモニウム塩、
　ペルフルオロオクタンスルホン酸テトラブチルアンモニウム塩、
　ペルフルオロオクタンスルホン酸テトラペンチルアンモニウム塩、
　ペルフルオロオクタンスルホン酸テトラヘキシルアンモニウム塩、
　ペルフルオロオクタンスルホン酸ジメチルジイソプロピルアンモニウム塩、および
　シクロヘキシルトリメチルアンモニウムペルフルオロオクチルスルホネート、並びに
　対応するペルフルオロブタンスルホン酸塩
からなる群から選択される。
【００４９】
　本発明の最も特に好ましい態様において、ペルフルオロブタンスルホン酸ジメチルジイ
ソプロピルアンモニウム塩が滑剤として使用される。
【００５０】
　ペルフルオロアルキルスルホン酸アンモニウム塩は既知であるかまたは既知の方法によ
って製造されうる。製造方法は、例えば、ＷＯ－Ａ　０１／８５８６９、ＤＥ　１９６６
９３１　ＡまたはＮＬ　７８０２８３０に記述されている。
【００５１】
　別の常套のポリマー添加剤を任意に本発明によって本発明によるフィルム構造体のフィ
ルムのプラスチック組成物中に含んでもよい。例えば、ＵＶ吸収剤および常套の加工助剤
、特に離型剤および流れ調整剤、並びに例えばポリカーボネート用の既知の安定剤、例え
ば熱安定剤、帯電防止剤および／または蛍光増白剤が含まれうる。異なる添加剤または添
加剤濃度がそれぞれのフィルムまたは層に存在してもよい。
【００５２】
　滑剤および／または別の上記添加剤の混合は、既知の方法によって行われうる。これは
、例えば、ポリマーペレット（ポリカーボネート）と添加剤とを約２００～３５０℃の温
度においてユニット、例えば密閉式ミキサー、単軸スクリュー押出機および二軸押出機、
中で、例えば溶融配合または溶融押出による混合によって、または好適な有機溶媒、例え
ばＣＨ２Ｃｌ２、ハロアルカン、ハロ芳香族化合物、クロロベンゼンおよびキシレン、中
のポリマーの溶液と添加剤の溶液との混合と次の既知の方法による溶媒の蒸発によって、
行われうる。
【００５３】
　プラスチック組成物中の添加剤の割合は、幅広い範囲内で変更され、対応する望ましい
フィルムの特性によって決定される。
【００５４】
　本発明の更に好ましい態様において、外層のプラスチック組成物は、ベンゾトリアゾー
ル誘導体、二量体ベンゾトリアゾール誘導体、トリアジン誘導体、二量体トリアジン誘導
体、ジアリールシアノアクリレートのクラスから選択されるＵＶ吸収剤を、プラスチック
組成物の総量に対して０．０１～０．５ｗｔ．％含みうる。
【００５５】
　本発明によると、例えば、ホスフィン、ホスファイトまたはＳｉ－含有安定剤およびＥ
Ｐ－Ａ　０５００４９６に記述されている別の化合物が、安定剤として使用されうる。ト
リフェニルホスファイト、ジフェニルアルキルホスファイト、フェニルジアルキルホスフ
ァイト、トリス（ノニルフェニル）ホスファイト、テトラキス－（２，４－ジ－ｔｅｒｔ
－ブチルフェニル）－４，４’－ビフェニレンジホスホナイト、ビス－（２，４－ジクミ
ルフェニル）ペンタエリトリトールジホスファイトおよびトリアリールホスファイトが一
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例として挙げられる。トリフェニルホスフィンおよびトリス－（２，４－ジ－ｔｅｒｔ－
ブチルフェニル）ホスファイトが安定剤として特に好ましく使用されうる。
【００５６】
　更に好ましい態様において、多層光学フィルムのトップフィルムは、外層に加えて同時
押出層を含みうる。すなわち、トップフィルムは、単層または多層構造を有しうる。外層
および同時押出層のプラスチック組成物は、同様に構成されても異なって構成されてもよ
い。本発明による変形によると、任意に存在してもよい同時押出層は、滑剤に加えて、Ｕ
Ｖ吸収剤および／または離型剤を含みうる。同時押出層のプラスチック組成物は、代わり
に更に滑剤がなくてもよい。
【００５７】
　トップフィルム中に少なくとも一つの同時押出層を有する好ましいフィルム構造体にお
いて、同時押出層の厚さは、好ましくは、１０～１００μｍ、特に好ましくは２０～５０
μｍである。
【００５８】
　本発明によるフィルムは、押出によって製造されるかまたは更に溶液からキャストされ
てキャストフィルムの形態にされうる。
【００５９】
　押出のために、ポリカーボネートペレットを押出機に供給し、押出機の可塑化システム
において溶融してもよい。このプラスチック溶融物は、次にスロットダイを通って押され
、そのようにして成形されうる。ポリマーコンパウンドは仕上げカレンダーのニップにお
いて望ましい最終形態に成形され、その形態は、仕上げロールと周囲空気とにおける交互
冷却によって固定される。
【００６０】
　溶融粘度の高いポリカーボネートは、通常、溶融温度２６０～３２０℃において処理さ
れる。可塑化シリンダーのシリンダー温度およびダイ温度をそれに応じて調節する。
【００６１】
　一以上の補助押出機（ａｎｃｉｌｌａｒｙ　ｅｘｔｒｕｄｅｒ）およびスロットダイの
前の好適な溶融アダプターの使用によって、異なる組成のポリカーボネート溶融物が重ね
合わせられて多層シートまたはフィルムがつくられうる（例えばＥＰ－Ａ　０１１０２２
１およびＥＰ－Ａ　０１１０２３８に開示されている。）。
【００６２】
　本発明によるフィルム構造体における完全多層光学フィルムの厚さは、好ましくは５０
μｍ～１０００μｍ、特に好ましくは７０μｍ～８００μｍ、最も特に好ましくは１００
μｍ～７００μｍでありうる。
【００６３】
　滑剤を含む外層、すなわちプリズムフィルムおよび／または拡散フィルムに面する層、
の厚さは、好ましくは１μｍ～１５０μｍ、好ましくは５μｍ～１００μｍ、特に好まし
くは１０μｍ～７５μｍである。
【００６４】
　好ましくは滑剤を含まない多層光学フィルムの光学部品の層の厚さは、好ましくは２０
μｍ～６００μｍである。
【００６５】
　多層光学フィルムは、光学ベースフィルム、例えば、特許明細書ＵＳ　５，７８３，２
８または公開特許出願ＷＯ　９７／３２７２６およびＷＯ　９６／１９３４７による多層
押出体、好ましくはナフタレンジカルボン酸ポリエステルとテレフタル酸ポリエステルと
の多層膜、とのラミネートまたは押出ラミネートによって外層の熱可塑性フィルムから製
造されうる。
【００６６】
　従って、これらの多層光学フィルムを、次に、プリズムフィルム、例えば既知の市販の
ＢＥＦ、の上に置き、本発明によるフィルム構造体を形成しうる。良好な光学特性に加え
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示す。これらのフィルムは、更に、良好な加工性並びに引掻きおよびダメージに対する優
れた耐性を特徴とする。
【００６７】
　本発明は、更に、上記のような本発明による多層光学フィルムおよびフィルム構造体を
含む液晶スクリーン用バックライトユニットも提供する。
【００６８】
　本発明は、更に、液晶スクリーンとしての本発明による多層光学フィルムおよびフィル
ム構造体の使用も提供する。
【００６９】
　以下の実施例は、本発明の範囲を制限せずに説明することを意図している。
【００７０】
　上記全引用文献は、全ての有用な目的のために全体を参照することによって組み込まれ
る。
【００７１】
　本発明を具体化するある特定の構造を示し、記述しているが、種々の変形および部品の
再配置が根本的な本発明の概念の精神および範囲から逸脱せずになされることおよび本明
細書中に示され記述される特定の形態に限定されないことは当業者に明らかである。
【実施例】
【００７２】
　例１
　ポリカーボネート滑剤マスターバッチの製造
　滑剤コンパウンド（ペレット）を、常套の二軸スクリュー配合押出機を使用して常套の
ポリカーボネートの加工温度２５０～３３０℃において製造した。
【００７３】
　以下の組成を有するマスターバッチを製造した。
　・Ｂａｙｅｒ　ＭａｔｅｒｉａｌＳｃｉｅｎｃｅ　ＡＧ製のＭａｋｒｏｌｏｎ　２６０
０　００００００ポリカーボネート、９８ｗｔ．％
　・無色のパウダーとしてジイソプロピルジメチルアンモニウムペルフルオロブタンスル
ホネート、２ｗｔ．％
【００７４】
　例２
　外層フィルムの製造
　フィルム押出：
　フィルムの製造に使用されるユニットは以下のものを備える：
　－直径（Ｄ）１０５ｍｍかつ長さ４１×Ｄのスクリューを有する主押出機；このスクリ
ューはガス抜き部を有する；
　－幅１５００ｍｍの押出スロットダイ；
　－水平ロール配置を有する三本ロール艶出カレンダー、第三ロールは水平に対して＋／
－４５°傾斜可能である；
　－ローラーコンベア；
　－保護フィルム両面適用デバイス；
　－テイクオフユニット（ｔａｋｅ－ｏｆｆ　ｕｎｉｔ）；
　－巻き取りステーション（ｗｉｎｄｉｎｇ　ｓｔａｔｉｏｎ）
【００７５】
　以下の処理パラメータを選択した。
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【００７６】
　以下の組成を有するコンパウンド（ペレット）を混合した：
　－Ｂａｙｅｒ　ＭａｔｅｒｉａｌＳｃｉｅｎｃｅ　ＡＧ製のＭａｋｒｏｌｏｎ　３０１
８　５５０１１５ポリカーボネート、８０．０ｗｔ．％
　－実施例１による滑剤マスターバッチ、２０．０ｗｔ．％
【００７７】
　ポリマーペレットを押出機の供給ホッパーに供給した。材料の溶融および運搬を、押出
機のシリンダー／スクリュー可塑化システムにおいて行った。材料溶融物を艶出カレンダ
ーであって、ロールが表１に示される温度に加熱されている艶出カレンダーに供給した。
フィルムの最終成形および冷却を、艶出カレンダー（三本のロールを備える。）において
行った。テクスチャ加工されたゴムロールおよびスチールロールを使用してフィルムの表
面をテクスチャ加工した。フィルム表面のテクスチャ加工に使用されるゴムロールは、Ｎ
ａｕｔａ　Ｒｏｌｌ　ＣｏｒｐｏｒａｔｉｏｎによるＵＳ　４，３６８，２４０に開示さ
れている。テクスチャ加工がフィルム表面の特定の粗さを生じる。次にこのフィルムをテ
イクオフユニットを通して運搬した。次にＰＥ保護フィルムを両面に適用し、このフィル
ムを巻き取る。次に保護フィルムを片側から取り外し、ベースフィルムにラミネートする
。
【００７８】
　テクスチャ加工されたスチールロールおよびテクスチャ加工されたゴムロールを艶出し
ユニットにおいて使用し、厚さが１３０μｍであり、かつ、両面がテクスチャ加工された
表面を有するポリカーボネートフィルムを製造した。
【００７９】
　例３
　外層フィルムの製造
　以下の組成を有するコンパウンドを混合した：
　－Ｂａｙｅｒ　ＭａｔｅｒｉａｌＳｃｉｅｎｃｅ　ＡＧ製のＭａｋｒｏｌｏｎ　３０１
８　５５０１１５ポリカーボネート、８０．０ｗｔ．％
　－実施例１による滑剤マスターバッチ、２０．０ｗｔ．％
【００８０】
　テクスチャ加工されたスチールロールおよびゴムロールを艶出ユニットにおいて使用し
、厚さが１３０μｍであり、かつ、両面にテクスチャ加工された表面を有するフィルムを
製造した。
【００８１】
　従って、スチールエンボスロールおよびゴムエンボスロールをテクスチャ加工に使用し
て本発明によるフィルムにおいて第一面をゴムロールによってエンボスし、第二面をスチ
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ールロールによってエンボスし、第一面と第二面とが異なる粗さの値を有するようにする
（表２参照。）。
【００８２】
　例４（本発明によらない）：
　例２および３との比較用のサンプルとして、滑剤を含まない以下の組成を有するコンパ
ウンドを混合した：
　－Ｂａｙｅｒ　ＭａｔｅｒｉａｌＳｃｉｅｎｃｅ　ＡＧ製のＭａｋｒｏｌｏｎ　３１０
８　５５０１１５ポリカーボネート、１００．０ｗｔ．％
【００８３】
　テクスチャ加工されたスチールロールおよびテクスチャ加工されたゴムロールを艶出ユ
ニットにおいて使用し、厚さが１３０μｍであり、かつ、両面がテクスチャ加工された表
面を有するフィルムを製造した。
【００８４】
　例５
　多層光学フィルムの製造
　例２の本発明による外層フィルムを、ナフタレンジカルボン酸とテレフタル酸ポリエス
テルとからなる多層ベースフィルムの両面にラミネートした。
【００８５】
　使用されるプリズムフィルム：
　プリズムフィルム１：
　ＢＥＦ　ＩＩＩ　Ｔ　９０／５０：３Ｍ製のＶｉｋｕｉｔｉ（登録商標）製品範囲から
の市販の輝度上昇フィルム
　プリズムフィルム２：
　ＢＥＦ　ＩＩ　Ｔ　９０／５０：３Ｍ製のＶｉｋｕｉｔｉ（登録商標）製品範囲からの
市販の輝度上昇フィルム
【００８６】
　以下の先行技術のフィルムを、本発明による外層フィルムと多層光学フィルムに対する
別の比較サンプルとして使用した：
　比較サンプル１
　ＤＢＥＦ　Ｄ　４００：３Ｍ製のＶｉｋｕｉｔｉ（登録商標）製品範囲からの市販のデ
ュアル輝度上昇フィルム。このフィルムは、外側のテクスチャ加工されたポリカーボネー
トフィルムおよび中央の多層フィルムからなる。バックライトユニットの常套のフィルム
セットにおいて、ＤＢＥＦ　Ｄ４００フィルムは、上記プリズムフィルム（ＢＥＦ）１ま
たは２の上に配置される。
　比較サンプル２
　Ｍａｋｒｏｆｏｌ　ＤＥ　１－４，１２５μｍ：Ｂａｙｅｒ　ＭａｔｅｒｉａｌＳｃｉ
ｅｎｃｅ　ＡＧ製の市販のポリカーボネートフィルム；第１面は平滑であり、第４面は細
かくテクスチャ加工されている。
　比較サンプル３
　Ｍａｋｒｏｆｏｌ　ＤＥ　６－２，１２５μｍ：Ｂａｙｅｒ　ＭａｔｅｒｉａｌＳｃｉ
ｅｎｃｅ　ＡＧ製の市販のポリカーボネートフィルム；第６面（第二スチールロール側）
はマットにテクスチャ加工されており；第２面（第一ゴムロール側）は細かくテクスチャ
加工されている。
【００８７】
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【００８８】
　摩擦係数の決定：
　滑り摩擦係数をＡＳＴＭ　Ｄ　１８９４－０６によって決定した。フィルムの第一面（
上記表２参照。）の表面をそれぞれ使用した。
【００８９】
　条件：
　測定温度：２３℃
　摩擦ブロック５０ｍｍ
　摩擦ブロックの重量２０２．２ｇ
　試験片　　　幅：６０ｍｍ
　　　　　　　長さ：２００ｍｍ
【００９０】
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【００９１】
　要約すると、改良された特性を示し、液晶フラットスクリーンにおける使用に特に好適
である光学フィルム構造体が、本発明によって製造される。
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